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郷土食による地域理解支援システム「もちマップ」の検討 
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郷土食は地域の産物を活用した食べ物であり, 郷土食についてよく知ることは，地域の理解につなが

る. しかし郷土食は地域ごとの解釈の違いや, 時代による食生活の変化等により, 元々の成り立ちは分
かりにくくなっている. そのため 2016年の秋から制作中のWEBマップでは, 日本地図から郷土食（も
ち）の分布を見る事で, 地域理解を深めることを目指した. 本稿では郷土食データの検討や, 詳細情報
ページの追加について述べる. 
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The study was made to propose content that leads to local culture understanding. Local food came to be eaten 
using ingredients matching the climate of each region. By using the proposed map, it becomes easier to visually 
understand the local place. We making a prototype to understand local food from various perspectives. In this 
paper, We discuss our web map data and add detailed information.. 

 
 

１．まえがき 
郷土食は，地域の産物を活用した食べ物である．

郷土食をよく知ることは，地域の風土や文化, 自
身の住む地域や他地域との違い，および時代の変

化について知ることであり, 地域の理解や知見
につながる. 郷土食は地域ごとの解釈が異なる
ことや, 時代による食生活の変化等により,元々
の成り立ちは分かりにくくなっている. そのた
め 2016年の秋から制作中のWEBマップでは, 日
本地図からもちの分布を見る事で, 理解を深め
ることを目指した[1], [2].  
	 本研究では，郷土食の主要な食材として「もち」
を扱うこととし, コンテンツを「もちマップ」と
した. 図 1は本研究の概要図である.  

 
図 1	 本研究の概要図 

もちを主題として扱う理由を下記に述べる.  
・ ハレの食から, 日常の食, および保存食として
も地域の生活文化と結びついてきた（生活） 

・ 時代が変化し, 食生活が変化しても, 食べ続け
られている（時間的） 
・日本全体に存在し, 使用素材が地域の特色と結
びついている（地理的） 
このような理由から, 地域や郷土食理解の一助
となると考えた.  
	 当研究の目的は郷土食情報の保存, 整頓, およ
び公開にあるため. 2016 年度のもちマップでは, 
もち情報は主に書籍やインターネット等既存の

情報を利用したが, 今回の詳細情報の追加から
は, 詳細情報は実際に取材した情報も掲載して
いくこととする.  
	 もちマップの利用の対象者は, 2016年度は一般
の人の中でもちに興味がある人としていたが , 
詳細情報を掲載することで, より深いもち情報
を掲載し, 深くもちに興味がある人と交流が出
来ることを期待する. また複数人の入力方法を
取り入れることで, 一般的な人の認識確認をよ
り深く把握し, 今後もちを通じた郷土食の教材
として使うことも考えたい.  
	 もちマップは小さなツールであるが, 元々も
ちが好きであることが, 当研究の大きな動力に
なっているため, 小規模で自由が効くシステム
として, 向上しながら続けるつもりである. また
出来るだけ外からの意見を聞いて, 広い視野で
進めるように心がけたい.  
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２．2016年度のもちマップと今回の課題
について 
2-1.	 前回の内容と課題について 
	 前回のもちマップでは, 書籍[3]やインターネ
ット上の情報, および人から聞いた話などを元
にもちデータを作成し, 位置, 素材, および調理
法などの属性を可視化した. 図 2は初回のもちマ
ップの主な機能である.それぞれの機能は次の通
りである. (1)検索窓, (2)属性選択ボタン, (3)背景
とレイヤーをコントロールするチェックボック

スパネル, (4)時間軸スライダー. 日本地図全体上
に表示された情報や属性を見ることで, 郷土食
の特徴や地域の特色がわかれば, 地域理解が深
まると考えた. 評価では, 郷土食理解が深まった
という意見も得られたが, 同時に下記に記す課
題も生まれた.  
(1) 全体像だけでなく, 各もちの詳細情報ページ
があるとより理解が深まる 

(2) 複数人でのもちデータの入力し（データベー
ス化）データの充実をはかる 

(3) 情報を探し方がわかりやすい UIに改善する 
(4) 時間軸機能が分かりづらい 
(5) 地域区分や統計情報が郷土食理解にとって
適切ではない 

 
図 2	 もちマップの主な機能 

 
2-2.	 今回検討する内容について 
今回は, (1)の詳細情報の作成と, (2)の複数人で

のもちデータ入力について検討する.  
今回は, 下記を検討した.  
(1) 詳細情報の語彙と項目について 
(2) 詳細情報ページの作成について 
(3) 複数人での情報入力の検討 
(4) 写真や動画などのメディア情報の追加 

３．詳細情報の語彙と項目について 
3-1.	 もちマップの語彙について	 

	 もちの名前, 地名, 属性名（素材など）の語彙
について, 多くは書籍[3]から参照したものをそ

のまま使用したが, 1 つのもちに複数の呼び名が
ある場合や, 同じもちでも別の素材で作られて
いる場合がよくある. 図 3は同じ「いももち」でも
材料が違うものの図である. また, 書籍[3]は大正末
期から昭和初期の郷土食を取り上げているため, 
現在は存在しないものも多く含まれる. もちの
語彙を日本十進分類法を見ると, 「餅」は「民俗」
と「料理」にあたる. 食の語彙についての論文[4]
によると, "食を学として取り上げるばあい, 予想
される学術領域は図 1 に示すような広範なもの
となろう". とある. 図 3は論文からの引用図であ
る. この図の中で当研究の扱うもちに該当する
部分はいくつかあり, 複数の分野にまたがるよ
うに思われる. また国立歴史民俗博物館による
民俗語彙データベース[3]が存在するが, もちの
名前が網羅されている訳ではないため, 参考に
留めた. もちマップで利用しやすい語彙は, 現在
は見つけておらず, 過去と現在の言葉の扱いを
どのように WEB マップで表現するか, そのまま
扱うかなどを今後の課題として考えたい.  

 
図 3 同じ「いももち」でも材料が違うもの 

 
図 4  出典：食のターミノロジー	 太田泰弘から
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の引用図 
3-2.	 もちデータの項目について	 

2016 年版のもちマップでは, 基本情報として, 
1.もちの名前, 2.住所, 3.座標, 4.素材, 5.調理法, 6.
用途, 7.時期のもちデータ（geojsonp）を作成し, 地
図上に表示した. 前回はもちマップのシステム
のみを考慮してデータを作成したが, 今回は今
後の活用等を考えるために, Dublin Core[4]に基づ
くことにした. 表 1はもちマップの項目と Dublin 
Core への適応の検討であり, 図 4 は「いももち」
をもちマップの項目に当てはめた場合の図であ

る.  
基本項目	 

1 もちの名前 title 
2 住所（都道府県） coverage/spatial 
3 住所（市町村） coverage/spatial 
4 座標 coverage/spatial 
5 素材 type 
6 調理法 type 
7 用途 type 
8 時期 type 
詳細情報	 

9	 概要	 description/abstract	 
10	 時代	 coverage/temporal	 
11	 トッピング	 type 
12	 形	 type 
13	 味	 type 
14	 もちの入手方法	 description 
15	 製造者	 creator 
16	 消費者	 description 
17	 記録 description 
18	 記録日時 date/created 
19	 画像 format 
21	 メディア format 
22	 参照情報の種類 relation 
23	 参照詳細 relation/references 
24	 情報の権利 rights 

表 1 もちマップの項目と Dublin Core適用の検討 

 
図 4	 いももちを項目に当てはめた場合 

 

４．複数人での情報入力について 
	 複数人での入力のために, WEB フォームから
入力してもらうものと, 詳細な情報を入力する
ブログの２種類を作成した. 下記に 2種類の詳細
を述べる.  
4-1.	 一般の人に入力してもらうための,	 シンプ

ルなフォームについて 
	 元々もちマップは郷土食としてのもちを対象

とし, 参照情報も過去の郷土食の情報を軸にし
ているが, 今回実際に入力に協力してくれる人
は 2017 年現在一般的な生活をし, もちの知識が
ある訳ではないため, また入力された情報は現
在のもちの情報として扱い, 元々の情報とは別
で扱い, 過去の郷土食の情報とどう対応させる
かを検討する. 入力者は執筆者が参加する集ま
りの中で無理が無いように実施する.  
図 8は現状の入力フォームである. 表記ゆれを少
なくする為に, 選択式の部分を多くし, 必須の入
力項目も, もちの名前と産地, 素材, および情報
源の種類に留めた. また, 緯度経度に関してはジ
オコーディングで自動出力している. 図 8は入力
フォームページの画像である. この入力フォー
ムから入力送信されたデータはMySQLに格納さ
れ, もちマップのデータになる. なお現状のデー
タベースは, 図 6 正規化していないデータベー
スに読み込まれている. 現在, 図 5	 正規化検討
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中のリレーション表示画面 のように正規化をし
たリレーショナルデータベースを検討中である. 
図 8で検討中のデータベースでは, もちの名前テ
ーブルを中心に, 属性をまとめたテーブル, 位置
情報をまとめたテーブル, 時代情報をまとめた
テーブル, および製造者や引用元情報をまとめ
たテーブルを作り, 今後項目が増える可能性も
考慮して構築する予定である.  

 
図 5	 正規化検討中のリレーション表示画面 

 

 

図 6	 正規化していないデータベース 
 

	 
図 7	 もちの階層についての考察 

図 7はもちの階層についての考察である. もちの
名前の次にどこを中心に考えたら良いかを考え, 
データベースの設計の助けにならないかと考え

たが, 今のところ解決していない. もちデータは
現在数値情報を持っていない. また属性が多く, 
ある属性に対して複数の要素を持つ場合がある.  
そのため, もち１つ１つに対してそれぞれのフ
ァイルで管理するような関係テーブルがよいと

考えたが. 新規の属性が増える可能性を考える
と. タグで管理するのがよいとのことなので, こ
うした方法をいくつか実験して決める予定であ

る.  
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図 8	 入力フォーム 

4-2.	 もちが好きな人,	 およびもち関連の人用の,	 

詳細情報入力用のブログページについて 
もちの詳細情報の入力は, 基本的に筆者が行う.  
協力者が見つかった場合は同じブログのグルー

プ機能を使い入力していく予定である. 詳細情
報を入力してもらうことは, 時間がかかり, 難し
いため, 興味を持つ人をどう見つけるか, どのよ
うなコンテンツにしていけば, 興味を持って行
けるかについても検討したい.  
詳細情報の作成には下記に記す 2 つの目的が

ある. 
1. もちマップの閲覧者が興味を持ったもちにつ
いて, 更に知識や興味を深めるため 

2. 情報収集者が集めた詳細情報を整頓, 閲覧お
よび活用するため 

詳細ページに掲載するものは, 1から 24までの全
ての項目である. 実際に調査した情報例として, 
2017年 7月に長崎県対馬で調査したもち情報な
どをブログシステム(WordPress)に掲載した.  
詳細情報を収集するため, 郷土料理を製造す

る人を調査し始めたが, もちマップのもちの問
い合わせや, どこかに行った際に訪問して話を
聞く中で, 郷土料理製造者に多かった 3つのタイ

プを下記に記す. なお, 全てのもち業者を信頼性
がある方法で調査した訳ではないため, 実際に
会った人や電話で話した人の記録方法等も. な
るべく信頼性のある方法を取れるように改善し

て行きたい. 括弧内は本研究の目的とする情報
の保存, 整頓, 活用の主にどこで活用出来そうか
を記した.  
(1) 農家の高齢者で, 先祖から郷土料理を引き継
いでいるため, 昔の素材や製造方法や装置を
現在でも使用していたり,を知っている人が多
く, 記録しておいた方がよいと思われる情報
が多い. 高度経済成長以前の農業のことを知
っている人は高齢である（情報の保存） 

(2) 地域の特産品として地域の人や, 農家の第六
次産業として製造している. 情報収集に積極
的な人が多いため, もちマップの作り方次第
では活用してくれる人がいるかもしれない

（情報の活用） 
(3) 料理屋や和菓子屋で, 地方の名物料理として
郷土食の製造や調理をしている. 農業をして
いるわけではないが, 素材の入手方法や活用
方法, 季節の料理に詳しい人が多い（情報の活
用） 

図 5は詳細ページの一部である.  

 
図 5	 詳細ページの一部 
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3.2 システムについての検討 
本システムの機能実装について述べる. 前回に
引き続きWeb上に地図を表示する JavaScriptライ
ブラリの Leafletを使用した. 詳細情報は, 各もち
のページの作成とその中に掲載するテキスト , 
写真, 動画, および音声を追加しようと考えたが, 
①既存の SNS のメディアサーバーを利用する方
法と, ②自作する方法を検討した. ①の SNSで位
置情報を地図に投稿出来るものとして Twitter, 
Facebook, および Instagramや Googleの各種サー
ビスなどが挙げられる. 既存のサービスを利用
するのが一番便利で安全であり, ユーザー数も
多いと考え, いくつかのサービスの写真や地図
の機能を試してみたが, 既存のサービスは随時
意図せずして仕様が変更されることと, 融通が
効かない部分があること. 今回は試作であるこ
とから,  
今回は自由度を優先し, 自作でデータベースを
扱うことにした. 個人で保守管理, 維持するため, 
最もベーシックな LAMP(PHP, MySQL, Apatch)環
境と, 個人で安価に維持出来る中では, 信頼性の
高いとされるレンタルサーバーを利用した. な
お,地理情報を扱うサービスのデータベースには
PostgreSQL/PostGIS が向いていると言われるが, 
今のところデータ量が少なく（現在はもちデータ

300 件程度, 今後どんなに増えてももちの種類の
数から考えると 2000 件まで行かないと思われ
る）,GISを駆使する訳ではないため, 当面は上記
の環境で良いと思われる. 図 9はシステム構成図
である.  
 

 
 

図 9	 システム構成図 

７．あとがき 
今回は詳細情報を検討したのみであるが, 詳細
情報とした全ての項目（語彙, データ, およびデ
ータベース）がすぐには解決できない深い課題で

あり, もちデータの中で一番小さな単位の語彙
だけを見ても複雑だった.  

次回は, 実際にもちマップを使ってもらうこと
に力を入れながら, 今回解決出来なかった課題
を整理し, 解決していきたいと考えている. 
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